
「だ け
,ぱ か り」 の用 法

森 田 良 行

1問 題 の 提 起

「だ け
」 は 「ば か 動 とと もに 限定 を表 わす 助 詞 と して意 味 を共 通 に す

る部 分 が あ る・ しか し,相 互 に入 れ 替 えの 可 能 な 同一 文 脈 であ りな が らg

「だ け
」 を 用 い る か 「ばか り」 を用 い る か で意 味 上差 を生 じる場 合 が あ る・

「だ け」 と 「ぱ か り
」 の間 に は類 似 点 と相 違 点 とが認 め られ,そ れ ぞ れ の

意 味 特徴 は 両 者 を対 比 す る こ とに よ って,よ り一 層 理 解 され 得 るはず で あ

る・ とこ ろで,過 去 の 辞 書文 典 類 の 中 で,こ の両 語 を比 較 対 比 して説 い た も

の は あん が い 多 くな い・ た とえ ば,松 下 大 三 郎r標 準 日本 口語 法 式 昭和5),

佐 久 問鼎 「現 代 日本 語 法 の研 究 」(昭 和15)な どに そ の説 明 が見 られ る が,

両 助 詞 の 意 味 特 徴 の違 い を,用 例 分 析 に よ る調査 報 告 と して示 し てい な い ・

筆 者 は か つ て 「ぐ らい,ほ ど,ぱ か り」 の3語 を,そ の用 法 と意味 との

両 面 にわ た っ て調 査 レ,本 紀 要 第7集 に そ の結 果 を報 告 した・(`「 ぐ らい,

ほ ど,ば か り」 の 用 法'参 照)・そ の際,特 に 「ば か り」 は 「だ け」 との対

比 にお い て調 査 す る必 要 を痛感 した ・本 稿 は,そ の後 採 集 した 「だ け」 の

用 例 を,前 稿 「ぐ らい,ほ ど,ぱ か り」 の調 査 に対 応 させ て整理 し・先 の

調 査 結 果 に突 き合 わ せ てみ た も ので あ る・ した が っ て・ 調 査 目的,資 料 収

集 の テ キ ス ト,調 査 分 析 の方 法 等 は す べ て前 稿 の研 究 方 式 を踏 襲 した.

II「 だけ,ば か り」 の調 査

1.調 査 資 料

主 と して大 正 ・昭 和 の短 編 小 説 か ら採 集 した が,さ らに語 学 教 育 研 究所
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の外国人学生用日本語教科書 ・中級(第1部 ～第 皿 部)か らの用例を加え

て資料び)充実をはかった.採 集用例数は,だ け374例,ば か り396例 であ

るが,rば かり」 の用例は前稿の調奎資料 をそgま ま用いた・

2・ 調 査 事 項

語の意味,特 に付属語の個別的意味は,そ の語がそのとき果す文法機能

と密接な関係があるとの観点から,「 ぐらい、ほど,ば か り」 の調査のと

きど商様,多次 の慶点蚕垂点的に調査 した,

その里は,採 集用例がそれぞれいかなる品詞の語に後接しているか,「だ

け,ばか り」の文法的特質 を先行語(ま たは先行句〉との関係が・ら調査ずる」・

そrの2iは:,』「だ,9ナラ.1-iを 伴 う旬 溝文の成分 と..しで目どぴ)よ…うな・働きを

なして.いる」がr目照だけ1?目ば かり手 の文法的特質 を,.そ れ を含む叙述全体 と

の関係から調査する.む泓 上の2点 を調査整理 した右σ)が1・4陶5遮{ジ1こ掲 ・

げた表である,』レ.・

・ 3.景 表iの・1説朋r.

:目目前稿罫「ぐ.ら,い・む1・ほ1どデ.哩ばかつ」・の用法緊に・掲げだ表 との対比ゴを考えゴ項

目の配列順メ』記載方法などはすべてこ..れ、に準じて.い.る,アしたが与で細目に

ついて』は当該項旨の語明.を参照され莚レ>・.1ここで.は浅の理解に必要な説明

にとどめて.おべ』目..

ア.・』表の縦 らんの① 酎⑳ 砂意味分類ならびにそ の配列順は:づ前稿の目「ばか

蛎 の分類配列 を骨子とし,目、.そこに1'「だけ.ゴゆ意味分類を突 き合わせた…も

ので あ番、.これは前稿で触れたように』ド多ぐの辞書5目,文法書に見られる意

味分類をそのまま.採用 し配列したもの で,』レたがづで各分類項の比重にか

な笹の軽重が見 られジー1・ものによ づてはよ!り下位分類にあると思われる項 目目

も同列に扱廟れている,ま た,分 類基準の点でも,〕意味面重視や形式面重

視など,分 類の不均融 さが 見られるが,;こ のような分類面での不徹底さを

いちお う度外視 して並べたも皿)である.

①飼㊧ の順序は 「だけ,ば か り」の先行語との接続形式を者慮においた

配列でジ'.体言に接続する形式を上位に,』屠言に接続する形式 を下位1ζ置く
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毒.うに.した.ぞ れ ゆ え ① ～㊧ ¢)各形 式 が 主 と して どん な語 に接 続 す るか,

逆 に言 えば,ど の よ うな 語 に 接 続 す る とそ の よ うな意 味 を表 わ す か が,あ

らま しわ か る よ うに な って い る.

イ ・ 表 の 理 解 の た め,各 項 の は じめ に例 文 を雛 型 と して掲 げた,こ れ は1

づ4)代表町す.ぎず・』.ぞ4)分頚項脅意味 ・用法のすべ.τを覆硲尽ずもあで揖

な ヤ、・

ウ.攣、らんは調査事導奪棄わヤτ「名詞 ・人代名詞に{、ρ ←,5打 消に」藩

で は 先行 語 別 に よる調 査釣 「主 語 とな る」 以 下はt』fだけ、・ぱ か一り'ゴを俘ち

句 の,』"文の成 分 割 め 調査 セあ 者1

寿 表中の数職 洛 整 噂畔 側が「だけ・佑 瞳,㍗ 疹.を 考わ
す,し 逸 がって各罰冬内影寧:憩ずつ数宇がはいるはずであ尋茄,』扇例皆無

の場創 ま,そ 卑個所湖空ち壷治、奪っている,

オ・袖 記載の数猷:目,や脚 こおレ姑 紳 壁 懸 吟三1小榊

以 下 ぼ西 捨 五 入 して あ る、 しだ が って1割 を切 る場 合 は,0.5以 王 な ら 重,

磨 のときはoと蛎 し柔、開 撫 暢 合瞳 紐 鴎 軽 燕目確 ら塵
した,四 捨 五 入 の 結 果,総 計 は必 ず し も10と な らず,一一9あるい は11ど な

る.揚合 も多 い1・.

西お・そ嚇 翻 斧騨 棚 数が極端に少療い蹄 飾 麹 る場令〉目
は碑 蹴 勲 聯 さ

.鰯轡 や ので・あえ下騨 撰 甦 鵡消㌍
所に ～』を記した.く 参考輩でド謁すなら,「だけ2の 用卸中,⑳ 忌限定 〉ごが

馬倒斡に多 く・3姓 例を占や・ゴ、撰る60例 奉ξ撃侮の諸用海雫あ?挺 ・)篤

1皿rだ け,じばかUj・ の特色

1・』名詞・.r人代名詞に接続するばあいl

r目名詞 ・目人代名詞 には;「だけテ1ばがり」目目1共に接ずる承目そめ表1わず意味で

共通するのは⑳ ぐ限定 〉・のみであゆプそ荘巻表現意識忙かな歩の1差が見 ら

れる.

いわゆる く限定>を 表わす と誉われる 「ばか り」には,ほぽ 「だけ」 と

置き換えのきく,あ るものを他 と区別する⑳ 〈限定 〉がある,
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① 「10時 間一かか る

②,10秒 阿待 ってや る

③・ これ つ一の失敗

④ これ一あれば十 分

⑤ あれ 川..、 のに/ど れ 川..て も

⑥ それ 厚の覚悟が必要

⑦ 憎 らしい甜きれ いだ

⑧ 少 し例の失敗

⑨ 少 しパわか らない

⑩ 自慢す る卍の ことはある

⑪・ 食 える紺食 う/で きるパ来 い

⑫ 売れば売 る一も うか る

⑬三 腹 を立 てた飼に損 をした

⑭1運 び出す 川にな ってい る

⑮,い ま出発 した ～だ

⑯ 「 泣かん 卿にたの む

⑰1い や だ と言わん 岬)顔

⑭,今 だ と～言い出す

⑲1横 綱 ～に負 けられ ない

⑳.横 綱 一あって強い

⑳ 、 お前 ～残れ1こ れ ～は確か だ

@1酒 ～飲む/泣 いて～いる

・おお よその数量

その数量 に相当す る程度

最低 の程度

程合いの限度

程度の強調

事柄に相椿する程度

例示 による状態 の程 度

状懇の程度

程度(範 囲の限界)

行為に相当す る程度

可能なか ぎり,な るべ く

比 例

原 因

完了 に近い状態

直 後.

今に も._し そ 鄭 比況

す るの と1司じ,比 況

確信,比 況

、

』
だ

け

ば

か

り

1! O

o…

I oI

一
〇

〇

〇

〇

〇
.

Oi

一
〇

〇

〇一

一
〇

〇

〇
一

..な の で コ な お さら

や は り_,だ か ら

O

O

限 定(,..の み)

限 定(し き り に...す る)

O

O

O

○・ ○

, O

*表 中の数字 は,各 マ ス内の左側 がrだ け」,右側 がrば か り」 を表 わす.
耕 者数値 は,そ の用法 において占める割合を表示 し・ 小数点以下 は四捨五フ＼

してある.
牢料 用例数 の極端 に少 ない揚合 は

,数 値 を記入せ ず,}と してある.
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q融 か焦傘昏群がgい 歪中うせ禰、1,厚燵夕湯為ん曙攣力,ミ,Pで準た羨り塗壌

ど:群ひ轡ξサ 釜嚇 一1口 誹 槻 「..、.

目目

嘩 峨 め幽 歴 は輯 冷目ち舜 来てから蔚 鹸 ・白鳶目r轍者畷
じみJ)

ユ

φ本柾鱒 腿 塾 碗 抑 事緬 で劃 ま堅(豊 島与志雄 ド嘩 ・)
鼻

しか し,・この よ うな例 嘩 む しろ少 な く, 「だけ」 と置 き換 え る こ とがでi

こ ミ

き な い か,、で きズ も窟 味 噂違 い の出 て し ま う場 合 が多 い..…・これ らは@く 限

定 された事柄 を何慶もし巻 りと行な う〉形式として別類に扱 う億 うがつ戯

う カミレ、レヘ.

○ い づ も, 繍 樋 世話幽 りかけますゆ. (母橋 聖 一 「篠 笛 」〉

は ね

○小屋の閉場るまでその蹄子越 たりを眺めてゐる間嘱北原武夫 「妻」)

○肺炎にな 窮 それがこ専れて寝ついてからは摘癩塵 通 起 してゐた.

(中野重治1「鉄の話三)

また・派年形式 としてi〈そのもののみ歩掌多く存在する>意 味を表わi

す もの,

○ 石 こ ろ と沙 ぱ か りの河 凍 は,不 毛 な 沙 漢 で あ っ て(阿 部 知 二 「地 図 」)

な ど も,こ の ⑫ 形 式 に 含 ませ る・ こ れ ち の 例 は む りに 「だ け」 と置 き換

え る と意 味 が 変 お って しま.う。 また,⑳ の派生形式 と考えられる く限定

を強調する〉形式

O茜 化けの登揚する小説 を書恥ていた十ら歳吸わたしにとっては,非 常瞬

嗣 鱒 曝 独 体駅 猶 嚇 ばカ・・q財琳 り勧 方が高雛 占1喰

気 が した.1(金 井 美 恵 子 ξ詩 と小 説 につ い て私 的 に」 朝 日新 聞1%餅6・6ぞ

夕刊)

○出家α)身で俗世の名利栄達に醒齪する様ば幽 り.は私にはどうも合点が行

かず(長 与善郎 「地蔵の話」)

な ど も 「だ け 、1と は よ ほ ど言 葉 の ニ ュ ア ン ス が 違 デ 、こ の よ う に 「ば か り、耳

1強 調 を表 わす 「ば か り」 は,「 は」 を伴 って 「_ば か りは,一 だ」 の文 型 の と

き生'デ る意 味 で,「 今 度 辱ず力樋〕は,.,」 の よ うな慣 用表 現 と し て現 わオLる.
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が意味面で 「だけ.1、.かちはみ出る部分 をそう目1どう詩loて いる.ためダ.qだけ」

との置き換 えを許さぬ場合や,置 きかえると不自然な例ヲ・i.意味の変わ鉛て

しまう例,言 葉のニュアンスが異なって』しまう例が、非常に多い臼目.(rだけ』

と置き換え可能な凍法形態鐸ジ多 く・ヂばか壁聾撚…を含む句雌空題に1立つか夢

「ぱかりでなく!で はない」 と打消に呼応する場合であ.勧)=..目.㌧

.けっきょ』く』,、意味上、.乏τだ姓章…・iとほ.段等緬な』目.「ばか三.勢.爵嫁⑳・ぐ限定>1.の

み忙しぽられう¢)で南るオ㍉』r方魁.蓼形或ρ.㍗「だ耐」蔽鯵すべて・.5ばか り」

に置き換 東が可能か出姶うと,、,ぞラではな外1意 味的に抵 とんど等価で,

置き換 冬可能奪形憩 ≧・.レ.ては窮.}il』.ll』.

①・.1㍗.,・嘩 け魁,ソ す勧 とガ轟語 で動詞遊 醜 と資』毒の==住 語オ享述語

動詞馨)行為主体 とな麺揚合にかぎる,)∵ 蟻』1.担.1.∴1.「.

Q伊 沢の目.越オが光ってゐた、(坂 口安吾 「白痴」):・.・.目△目砿目ll・1デ目目r.目

○大きな目も・と搾昼が県治ち しヤ・悌.を残 レて力なく・結 ば れ{壷 井 栄 「廊

下」)

(2),・㌧ 一噸、 艦 プ,4醐 難:鋤 詞雛 畔 脚 詞.「の」・や形鄭 詞

「こと,も の,と ころ」等で受け 「・一は … だけだ」 と述課 醜、矯1も.町

9今 晒.儲 力卑でき喬鮮 き 郷確 く問とこ鯨 型 魁・1(「寧恥)・・

g何 も知 らず鱒西欺?帖 私がザぎっ.たのだ.』、(堀辰雄 「風立もぬ」)』._、一

?岬 艶 嚇.櫓 や、導 締幣1、卵 轡 ら..(、磯
r雪のイ塑.目,

象△弾 轡1轡 崇畔1響1…黛堕 轡 も

9屡紫継轡 稗 鰯 鯉}t摯撃慾1鄭塾 鯉 鞭子』㍗

9鱒 酵騨尊,黛鞍 輝 岡逃騨 嚇 セ魁 唖 まご淋 寿鱒
二 「集 金 旅 行 」)
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以上 の3形 式 は,意 味 に さほ どのず れ を き た さず に,「 ば か り」 とσ)置

き換 え が 可 能 で あ る、

と ころ で,同 じガ 主 語 で あ っ ても,

○ この 母 に は 賛 成 だけ が 必 要 な の で あ る.(丹 羽 文雄 「鮎 」)

Oニ ュ ース だ けが 真 実 な ん だ!(「 白痴 」)

の よ うな形 容 動 詞 述 語 の場 合 は 置 き換 えが 困 難 で あ る・こ の こ とは 「だ け」

と 「ば か りJの 性 質 の 違 い を端 的 に表 わ し てい る と思 わ れ る,つ ま り 「ば

か り」 は 作 用 ・行 為 ・動 作 ・存 在 ・存 続 と い っ た動 詞 の表 わ す 意 味 を前 提

と した 限定 に 用 い られ 一,一方 「だけ」 は超 時 的 で・体 言 ・用 言 の別 な く・単

に 事柄 や事 物 の範 囲 の 限 定 と して のみ 働 く2・ち な み に ・連 用修 飾 語 とな る

「ば か り
」 は,筆 者 採 集 の 用 例 で は す べ て 「一.ば か り一 ・す る」 と動 詞

に 係 る例 の み であ った.

「だ け 〆ぱ か り
」 の この よ うな差 は,連 体 修 飾 語 を な す場 合 に つ い て も

見 られ る.「 だ け」 が 「の」 を伴 っ て連体 修 飾 語 とな る場合,

○ 枯 木 の な い と こは赤 土 と枯 草 起はgあ き 地 の 野原 で(宇 野 浩 二 「枯 木 の

あ る風 景 」)

の よ うに修 飾 語(赤 土 と枯 草)が 被修 飾 語(あ き地 〉の所 属物 で,「 枯 草 ダ ケ

デ アル あ き 地 ノ枯 草 ダ ケ ガ 生 エ テイ ル あ き 地 」 と断 定 ない しは動 詞 的 意 味

を帯 び て い る揚 合 に α)み 「ば か り」 へ の 置 き換 え が可 能 で あ る呂.(こ の掃

1「 ばか り」は,あ る同一同類 の主体があ る範囲内 で行 な うとか,同 一同類の事柄 を

ある範 囲内 で行 な うとか,同 一同類 の対象 に対 して行 なわれ るとか,ま た,あ る

同一の事 物が ある範囲の程度内で存在す るとか,あ るいはある事態に対応す るの

がいつ も同 じ人や物で ある とか,い ず れの場合 も動 詞的叙述 を前提 と し,「同一 同

類 の事物 」 に重点 をおけば限定,「 ある範囲」 に重 点をお けぱ程度 となる・

2「 だ け」は,あ る事物 を対象 として取 り上 げるさいノ その取 り上 げるべ き範囲を

は っき りとある限度 で区切 り,そ の範 囲外 の事物 は対象外 として排除 し・ 区切 ら

れた範囲内 の部分のみ を取 り出 し問題 とする・ 区切 窮 それ にはずれ る事物 を他

者 と して否定 する ことに重点 をおけば限定,提 示 された限点の極 限範 囲に重点 を

お けば程度 とな る,

3か よ うな 「だけの/ば か りの.1の 「の」 は断定 の助動詞連体形 ととるべきであ

ろ う.
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合,被 修 飾語 に は具 体 的 事 物 を表 わす 名詞 が くる・)一方,

○ そ れ と も,モ ん な奇 怪 な感 覚 は私 だ けの こ とだ ら うか ・(高見 順 「流 木 」)

o誰 も知 らな いや うな,お れ達 劉 塑 も の を・おれ は も っ と確 実 な もo)に ・

も う少 し形 を な した もの に ・一(堀 辰 雄 「風 立 ちぬ」)

の よ うに所 有 を表 わ す揚 合 は1,「 ば か り」 へ の置 き換 え が き か な い,.〔か よ

うな揚 合,被 修 飾 語 に は 具 体 的 名 詞 の 他 に,形 式 名 詞 「こ と誌 の」 等 の

立 つ こ とが 多 い・〉

{
労 働 者 だ けの集 会

労 働 者 ば か りの集 会

二れ な ど も 「だ けJを 用 い る と,(A)使 用 者 側 を シ ャ ッ トア ウ トした労

働 者 自身 の集 会 と も,(B)労 働 者 しか 出席 し てい な い集 会 とも とれ る が,

「ば か り」 を用 い る と(B)に しか解 釈 で きな い、(A)の 「の」 は所 有 の格

助 詞 で 「労 働 者 」 に重 心 が 置 か れ 「集 会 」 は労 働 者 の所 有 物 とな る・(B)

の 「4)」 は 断定 の助 動 詞 と考 え られ,後 続 語 「集 会 」 に 重 心 が 置 か れ,「 労

働者 」 は集 会 の所 属 物 とな る・(A〉 は体 言 の 限 定 であ り,(B)は 断 定 的 叙

述 また は 動 詞 的 意味 を前 提 と した 限定 で あ る,

(A)(B〉 の違 い が もっ と も よ く現 われ る の は連 用修 飾 語 をな す 場 合 で あ

る.動 詞 に係 る こ とに よ り両 者 の差 が 強調 さ れ る、

○ 私 はず つ と直 行 す る とい ふ 意 味 の こ とだ旦 答 へ て を いた ・(井伏 鱒 二 「集ママ

金 旅 行 」)

Q主 人 は逐 電 した細 君 の悪 ロ.嘆.琶旦言 ひ なが ら息 を引 き とつ た ・(同 上)

「だ け」 は行 為 や 叙 述 の対 象 の範 囲 を 「何 々 ダ ケ,と 限定 す る 、「ば か り」

は 「.・.バ カ リ,..ス ル 」 と行為 の あ り方 を規 定 す る・連 用 修 飾 語 の場 合 ・

多 くの文 脈 は 「だ け!ば か り」 の入 れ 替 えが 比較 的 可 能 だが2,⑳ 蓼 形 式

1単 に所有 を表 わす 「だけの」 の 「の」は格助詞.

20晴 れた 日だけ選 んで,一一年分 の馬草 を刈 る(石坂洋次郎r草 を刈 る娘 」)

Q入 棺 を済 ませ、釘は打 たなかったが,蓋 墨 ナのせた 、(壇一雄 「父子来迎」)

「晴 れた 日」 の ような多数選択 の可能な揚合 は 「ばか り」 へ の置き換 えが できる

が,「棺の蓋」の ような1放 か ぎ りの ものには,そ れができないのは当然 であろ う,
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間 の移行 と し て意殊 に 相違 が繊 て,くる ・

,、.厭下 大 耳郎 し潰`、[だ けゴ1』,は範 囲 を限 憲 し黒 乏 の申 部 を単 独 に諏 ひ,3・i.事柄

の開 係 す器 所 がそ の舶 部 以外 に 出 て挫 砂 意 壷 表 す ・,1「ば か目蛎 』目目もそ う驚 海

る が,其 の上 に,事 樋 が専 ら諌 り物 に瀾 係 す る意 を含 む ←』ざ綱 蓄 「ぱ か・堕.1」

は1.Il!専,ら,這』▽頻 に 」、ξ展 空・あ…「沢 山」 ∫甚 毒 くゴ∵.等僻 意 を 帯 μ 筍…♂.ll(標準 貝本

・μ語 法1箏7～.呂・飛 」』 ジ).蜜 述 虞,佐 数 間鼎 ⇒ミ託 「堰 け」二目轄1あ養 限 度 に 肇 る ま.

で を含 め て,そ の 限 度 を超 え な い といふ と こ ろに意 味 を も1た慈 ます ㌧.丁目「ば か

り」はそれ以外のものを除いて特に資格σ)あるも④を敢上げで鰺毒韓度を

示 しま す・7(現 代 日本 語 法 σ)研究3%ぺ 一 ジ)排,旨.1・.1目目、㌧ll:耐7・1㊤,:呂

≧述 搾 て い る の も ・「だ 嬬 、!1ばか 」り」1のか ような 機 能 差 をとら えて 勤、る もの

と思 うが1,か よ1ケな 語 性.の違 》》は ⑳ ⑳ 形 式 ¢)特に 連 用 修 錦 賠 とな る揚 合

に強 諦 さ れ る こ目と を こと.わって お く1.∵』}』.:』∴ 岨,』1二目』』目ド目目…

♂ 「だ け」・が1ξ名 詞9人 代 名詞 に統 く形 式 ∫ ど して1曳.く限 定>目』の他 に目②④

⑲ ⑳ が.あ.み,:目』い ず れ.も 胃.ばか 蔓÷ゴ ヘ の置 き換 衆は きか な 残、コ目r斜

⑲ 愈i(身 分 ・事 情3能 ヵ に相 応む て パ 形 式 砂 特 色 麟 概 轟 だ、け に 麓目i!峯

だ けあ く・て 」 と条 件 句 を形 成 す る 点 にあ る・ 爾形 式 の粗違 は意 味 的 な.も㊨

でチ ⑲ は1..

Oこ とに 自分 が 大阪 もん だ け に1.大 阪人 を非 常 に いや が う たも んや 底 宇 野

浩 二 「枯 本(p.あ る風 景 ゴ)・』'51目』1..r倒 沙、目 」目.i」」目献 △1』目 宕 悼・

と,前 件 で事 実 を述 べ,後 件 で事 実 か ら 当然 生 ず ぺ き結 果 が 述 べ られ る」

「.・、….ナノデ1ナ オ サ ラ」』㌃.㌔ デ アル カラ 劉 ナ 詠 ノ 享 ト;ゴど盛 う.意球 関係

を構 成 す るド⑳.ぱ 』二

〇 そ れ に・し で も百 貨 店 とい う 郵吐 遇」竺 何 で もそ ろ ら てい まず ね,・(1目27)箭

○ 停 車 時澗 に プ ヅラ1トホ ← ム で塗 き こむそ ば の味 は,さ ず が本 場 だ 吐 亀 蚤

て格 別 だ,(144) 、...,

1作 者渉作品名巻記してない用例は1・』早大語研r外 国学生用臼本語教科書ヤ中級」

癬 騨 瑠 野 る町 ア郷 解1.饗解轡 醜解
一 玉/0一



のようにド目後件で事実が述べられ,目』・そめ事実が当然隼ず丼き理肉づけが前

件 に来 る,「 ヤ ハ リ,,ダ カ ラ」 と い う意 味 関係 を構 成 す る』 両 形 式 の差

は純粋に意味的なもので貞'形憩的に1ば⑭ 』は』⑳ み鼻類 ど考え惹逸 ぎだるう目1・

ら⑲・1形式 』 二'だけ・にL

目 ⑳ 形式」 .だ け従1≠だ け あ らズ ソ だ けあ る

○一年の三分の」を辱生隷皆1ごづぴ庵ナとV斗ほ耗畜ほど吟麹強家だサ套

(1曇ダゲブジテ鼻'惑の下がぎみ卓ざ醸熟練じだ職六『めやう.竜あらだ』ゼ枯

木のあ'る風景」ア

O酢 も1幡甦 もった労儲 め醜1旗 ぴ ダゲ邦 デ),噂蜘 上†と

い うもの が な い.(III25)

○さずが長男だけあ灸1."(湯沢幸吉郎'「口語法精瞬」)

名詞'人代名諏 「翫 ゆ 続彬1畑 偲齢 琳 聾 魅 妬

し か し, これは,動 作行為㊨対象,.方 向,存 在,、帰着点等 を表わナ馨助詞
rに

」を梓 らて自的語をなし』藍 ・だけ ・'砕さ目話 す ノ聞か量す!行 く/,ヤ>

樹 樋J..等 の動詞で受けてい駅 そ9た めr、 』目紅憾 ガ 杁 言噌 初 二

可能鰯 扮鳥』,@軌舷 繭 繭 違趨 妬 計幡

②④⑤ の斉形式賎.先 に示レ瀬表恥ち.も、れが為声.、うに～.r本享,② 嬬攣詞

に,④ ⑤ は揖 示 話 に 擦緯 す う形 式 で あ る、マ、..名,副;付.`と 、い、?て も・..,.ξん

な名詞にでも付くオ?げ牽はない,、②くそ9蘇 童に相当す養程度》は...

〇一方で1909學牟サ符奪、セ牟糟ll鞄る牟う隣鱗渠仲寿で謄ずそ融4甲顎

堂 の損をし為人ザ弁撲枳 ギ塗、う塗吟 く黒印)・

卑よ、.う.」に数最揮傘をも?名 詞(同 額・.・同章・、.等章・葦類病・ご}鱒付船誇,E

相当ノ」の意味を帯びさせる,④ く程合いの限度 〉は

亘癖 罐
、葛難簾 驚 講 酔瑚 言1判搬墜 塑1郎警

⑤ ∵今の会祉に遣入ワて京だ士年になる参吟砲磧早{も 営業孫長礎要路頃輝研られ

艦欝 盤馨麗 惣蕪 瓢 聰蓑豊、寧噌輿 轡 轡

亭孫 一目r沖』1卜
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○ こん な さ さや か な もの だ け で私 達 が これ ほ ど まで 満足 し てゐ られ る のは

(「風 立 ちぬ 」)

の よ うに,容 量,幅,度 合 い 等 の程 度 概 念 を指 示 す るf.一 な もの ブ・.

な こ と」 の 形式 名 詞 に 続 い た とき生 ず る意 味 あ い で,「..,ナ モ ノ程 度 デゴ

の意 昧 を表 わ す.こ れ は 「、_ナ モ ノ ノ ミデ」 の(限 定 〉 とも とれ るわ け

で あ る。 実質 概 念 σ)名詞 に続 け ば,は っき 塾限 定 ⑳ とな る、

⑤ 〈程 度 の強 調 〉 は,程 度 を強 調 す る基 準 と して 何 か を引 き合 い に出

し,「 ソ レ ト同等,モ シ クハ ノ レニ近 イ 程 度 ホ ドノ」 の意 識 を表 わす.

ぎロよう

○ 私 が お前 さ ルだグ の容 色 が あれ ぱ と頻 に借 しが っ て意 見 をす る.(「 腕 く

らべ 」)

「これ だ け の 、_/そ れ だ け の._」 と指示 語 を受 け る揚 合 に較 べ る と,

く強 調 〉 意 識 よ りは く程 度 の基 準>意 識 の ほ うが 強 い.

2、 数 詞 に接 続 す る ば あ い

「だ け
』 も 「ば か り」 も数 調 に続 くが,意 味 に違 い が あ る。 「ば か り」 が

数 量 を表 わ す語 に付 く と,

○ 紋 つ き を着 た 男女 が五 十人 ば か り鍵 の手 に坐 り(井 伏 鱒 二 「集 金旅 行 」)

「ぐ らい
,ほ ど」 と置 き換 え のき く,① 〈おお よそ の数 量>を 表 わ す,

ば くぜ ん と数 量 の 幅 を推 測 す る気 持 ち であ る,一 方 「だ け」 は,

○ 返事 を よこ した ク)は一 箇月 分 滞 納 の三 名 だ け で 〔「集 金旅 行 」)

と,は っき り数 量 を 限 る ⑳ く限定 〉 で,「 のみ 」 に通 ず る・も っ とも,「数

詞+だ け」 で も,そ の数 の量 や 幅 を問題 とす る嚇 合,

○ も う三十 秒,も う三 十 秒 だ量 待 た う.(坂 口安 吾 「白痴 』)

○ そ の独 身 の産 婦 入科 医 に,二 千 円だ 口持 た して 明 日に で も 届 け さ せ る

(「集 金 旅行 」)

「30秒 だ け/2000円 だ け
」 とい う時 間や 金 額 は,「1秒,2秒,3秒,,、 」

と単 位 的 な も の で計 って い って,そ れ を30秒 とい う数 値 の線 で区 切 り,②

くそ こ が許 され る ぎ りぎ 汐の限界 で あ っ て,そ れ 以上 で はな い 〉 とい う意

識 の上 に立 っ て い る.(こ の点 は 「ぐ らい,ほ ど,ば か り」 と似 た発想 で,
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意 味 は変 わ るが,相 互 に入 れ 替 え の き く文脈 で あ る・)

○ あた りは も う二 入 だ けの 世界 で あ った.(石 坂 洋 次 郎 「草 を刈 る娘 」)

の よ うに,「 他人 」 と 「2人 ユ と を対 比 し,意 識 的 に他 者 を排 し て 「2人 の

み」 を取 堅出 し示 す 単 純 な ⑳ 〈限 定 〉 とは意 識 に 違 い が あ る.前 者 ② 形

式 は,数 量 を内 な る単 位 で計 り,そ の 限界 点 を 「コ コマ デ 」 と限定 し,そ

れ以一ヒを切 り捨 て る意 識 で あ る.後 者 ⑳ 形 式 は,あ る1つ の種 類 ・事 物 ・

グル ー プ と外 な る他 者 との鏡 界 線 を画 然 と区切 り,他 を推 して 「コ レラ ノ

ミ」 と限定 す る意 識 で ある.数 詞 で あ って も人 数 を計 り数 え る気 持 ち は な

い・(そ れ ゆ え ⑳ 形 式 の 文脈 は・「ば か り」 と入 れ 替 え を許 さぬ・)この形 式

は,人 数 を表 わ す揚 合 が 圧倒 的 に 多 く,そ れ もほ とん ど 「ひ と り」(=独

り,自 己)か 「ふ た り」(夫 婦,恋 人 同 士,話 し手 と開 き手 な ど)の と き用

い られ る.そ れ に対 し,先 の ② 形 式 は 比較 的高 い数 値 の数 詞 に付 き,し か

も,そ れ のみ で 連 用修 飾 語 に立 つ 揚 台 に現 われ る意 味 に お い て で あ る・ 両

者 は 別 類 とす べ き で あ ろ う.

lI年 距 個 人 個 回 金 面 容

滑 離腐 書

騰 鱗 額積量

1目'iばか り ①iお お よその数量(ぐ らい,ほ ど)1◎OO△ △ △ △ △ △i

,ビ、ll'②1!.趣量に壷 颪
⑳1限 定(¢)み)

1目目
1△Q

◎O

(◎ は用例 きわめて多,Oば やや 多,△ は少数)

3・ 指 示 語 に 接続 す る ば あい

「ば か り
」 は不 定 詞 には付 き に くい ・ 「だ け」 は 不定 詞 に も指 示 代 名 詞 に

も続 くが,ど ち らに付 い て も意 味 面 で 別 類 とせ ね ば な らぬ ほ どグ)差は 認 め

られ な い 、 こ こで は,コ ソア ドに 続 く形 を一 括 して 考 え る,

「だ け
」 が指 示 語 に 続 く場 合,意 味 上 「ば か り」 と重 な る の は ⑳ 〈限 定>

形 式 の み で あ る 、 「ば か り」 は指 示 語 に続 く と もっ ぱ ら ⑳ ⑫ の く限定 〉 と
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なるからであるユ,この弘ぐ限定蓄〉自形式 の特徴ば}、・～.名詞}ご接続する場合.と同

∫だ廿」』7特蒜鋤轍1と む臨綾,④ ⑤⑥⑫⑲ の諸形式がある診 この うち統

計的に見に回指示話に続 ぐ1のか本来 ど考.免ぢ軌るのは④ ⑤◎ の 昏形式で

ある日覧頭耳形式は'rぐ らいず1ン・、ぼビゴ との対地によらて得ち航 る匿別であ

q4れ 鰻 り鰭 味 卿 鞠 嶺 陣 て否塵る畷 鞍 唇.な 髄 値 井

掌響廊下J!.ズ〕=.......i唖..

9あ らゆる木〈も,桑燕蝦 頴ネ.二或ρ、は融 》令塗れ%下 恩 、(躯甲舞吾 「臼

卿.二.

Q苓 塵,準鉱糎経9殴1鐸 弗鰐置曾傘葬青寿1・ヤ.≒…・!母耶客雄,「鮎」)・.、....

≧、・譜傾の華準塗問題春レ・、7牢ヒ谷を¢～華準麻脅特畔キ却南げ歩す章識

で,こ れは 「ぐらい」の表現意識と一致する..(事卑こ
』ρ ④形酋1誘、5《遍

い」 との置き換えが可能な文脈である.)なお,最 初の例は連体修飾語ゆえ

「ばか目りゴ・の③ く最即 畢 彫 式 「～っぱ酬 っぱかし」 ⑳ 置瀬

え も可 能 で,「 っぽ っ ち」1,と同様 く軽 視>の 気 持 ち が加 わ る.

⑤ ぐ程 度 々)験調目ア目は

G針 金 に ば さ ん で グル クル と ひ ね る ご と を薯 え う い た だ けで,』 これ だ けの

大 成 功 が生 まれ た の で あ る・.(154)∵

○ 俺 に は そ れ だ けの 度 胸 は ない.(「 白痴 」〉

0あ れ だ け 栄 耀 栄華 を して も』不 品 行 な目う.はさ を き い た こ とも』な い の で,

(「芦 刈 」)

q鞄 単 曇轡 艇 驚 げ興 るか≧い、牡 、斥.ラ・曙・酔.静.(耳 β7)

、.ド 鯵 ノそ 棒.!・,南棒…!・ξ砕(り 」些.半紗 薄 創 や 限界購 嘆
の気持ちで眺め肇諦す弓童講マ然、「琴芹手g童 職≧「致すう。㌧.、.,ぢけ

.[ρにみ[,・揖ち.一、・て籾,∵ ・即、∵ ・てい勘 疹 ノ.f,奥!・だけ、い・も

1%←i.っ ぱか り・匹座 っぱか し」・と音変 化 を起 こナ 形式 は除外する,
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な い」 等 の特 殊 な表 現 形 式 と呼 応 す る場 合 が 多 い.

⑥ く事 柄 に相 応 す る程 度>は

O私 は 幾 らか重 荷 をお ろ し た感 じで,同 時 に そ れ だ け の 重荷 の重 量 は 彼女

に切 追 し転移 した ら しい、(「集 金 旅 行 」)

の よ うに,先 行 叙 述 の内 容 を 「そ れ」 と指 示 して 「ソ レ相 応 ノ/ソ レナ リ

ノ」 の 意 を添 え る,「 ぐらい,ほ ど」 との 置 き換 え は で き ない.先 行 叙 述

を前 提 と して成 り立 つ 意 味 あ い で,「 だ け」 を用 い た部 分 のみ に 限 っ て眺

めれ ば,⑤ 形 式 と区別 はつ きに くい 、

○ お 道楽 で や らせ るわ け に は い き ませ ん・ そ れ だ け の もの を身 につ け て,

い ざ とい ふ時 に は,女 一 人 の 身 す ぎ世 す ぎに な る も ん で な くっ ち ゃね エ.

(舟橋 聖 一 「篠 笛 」)

⑤ 「ソ レホ ドノ」 では な く,⑥ 「ソ レナ リ ノ」 の意 味 で あ る,句 や 文 の範

囲 を越 え,文 章 論 的 見 地 に立 って は じめ て把 握 で き る意 味 で あ る・ ④ ⑤ ⑥

の 各形 式 は,表 わす 意 味 に よ って 区別 され得 る分類 形式 で,そ の意 味 あい

は 前 後 の文 脈 に よ っ て決 ま って くる.「 ぐ らい,ほ ど」 との置 き換 え の可

否 は 結果 的判 断 で しか ない,

Oな ま じ義 理 だ て を して くれ る とあ の人 もわ た し もそ れ だけ苦 しま な けれ

ば な らな い.(「 芦 刈 」)

「義 理 だ てを して くれ る と
,ソ レ相 応 二/ソ レナ リニ」 と解 釈 す れ ぱ ⑥

形 式 で あ る が,先 行 叙 述 の 内 容 を 「状 態 の絶 え ざ る変 化」 と動 的 に解 釈 す

れ ば,「 義 理 だ て を して くれ る ニ ツ レテ1… 二従 ッテ」 と ⑫ 〈比 例 〉 に

とれ る,こ オしは

○ 父 が不 愉快 な顔 をす れ ば,そ れ だ け 自分 も不 愉快 な顔 をす る方 だ っ た,

(志賀 直 哉 「和解J)

「・一 す れ ばpそ れ だ け,.,に な る」 と 「飼 と」 や 「周ば」 の条 件 句 を

受 けて連 用修 飾 語 を なす と き生 ず る意 味 で あ る ・連 体修 飾語 「・一 す れ ば,

そ れ だ け の,.、 が あ る」 で は,む しろ ⑥ 〈事 柄 に 相 応 す る程 度 〉 と とる

べ きで あ る・ ⑫ く比例 〉 は本 来 ・用 言 に 付 く とき生 ず る形 式 ゆ え動 詞 的 文
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脈 の とき に,ま た,⑥ は 名詞 的 文 脈 ひ)ときに 生 ず る意 味 で,本 質 的 に は両

者 に差 は な い,

⑲ く身 分 ・事 情 ・能力 に相 応 して 〉 は 名 詞 に続 く揚 合 とま った く同 じ

で あ る.た だ,注 意 してお き た い こ とは,
かみ

OKは1よ りも,も う半 里 以 上 も上 で あ っ た。 そ れ だ けに 一 層 不 便 であ

っ た.(佐 藤 春夫 「お 絹 とそ の兄 弟 」)

と指 示語 を受 け る形 は ⑲ くダ ケ ニ>形 式 に の み存 在 し,⑳ 〈ダ ケ ア ッテ>

形 式 に は な い。 ⑳ は 前 件 で 理 由づ け を な す の で あ るか ら,指 示 語 のよ うな

具 体 性 の な い語 は立 ち得 な い.「 そ れ だ け あ って..,だ 」 とはふ つ う言 わ

な い.

4・ 副 詞 に接 続 す るば あ い

「だ け
,ば か り」 と も副 詞 に接 し得 る が,そ の先 行 副 詞 の 種類 は い た って

限 られ,「 す こ し,ち ょ っ と,わ ず か」 等,き わ めて低 い 程 度,少 な い範 囲

を 表 わ す 数 種 の 副詞 を数 え るに す ぎ な い.「 ば か り」 は

O頂 上 に だ け少 しば か り,朝 日が か つ とま と もに照 りつ け て居 た,(「 お 絹

とそ の兄 弟 」)

の よ うに・ た だば くぜ ん と程 度 の範 囲 を推 定 す る言 い方(⑧ 形 式)で あ る・

「だ け」 は 「少 しだ け残 して お こ う/ち ょっ とだ け な ら見 て もい い」の よ う

に,対 義 的 な 「た く さん 」 と 「少 し」 とを対 比 し,一 方 を し ウぞ け て 「タ

クサ ンデ ハ ナ イ ・ 少 シダ ケ」 と範 囲 を画 然 と限 っ た確 定的 な 言 い方(⑨ 形

式)な の で あ る、

「だ け」 が範 囲 を画 然 と限定 す る意 識 を持 つ とい う点 で
,「 少 しだ け/ち

ょっ とだ け1僅 か だ け』 等 は 数量 概 念 に も とづ く形 式 とい え る.

Oわ か らな い点 が ち ょっ と だけ あ る.

は,10の うち1と か2と い う数量 概 念 ・比 率概 念 を底 に秘 め る.「 少 しば

か りの失 敗 に め げず 一 ・」 の よ うな 〈状 態 の程 度>と はぜ んぜ ん違 う.

{
少 しだ け待 っ て くれ

30秒 だ け待 っ て くれ
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は本質的には違わない・ その点,⑨ 副詞+ダ ケは② 数詞+ダ ケ形式の内

に含めていい・

5・ 用言およぴ文に接続するばあい

用言に付く形式は多彩である.
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○

o

O

O

この うち 「だ け,ば か9」 が文 脈 を兵 通 に す る形 式 は ⑳ く限定>の み

で,他 は互 に重 な らな い・ ⑦ お よび ⑬ 一⑱ の諸 形 式 に つ い て は前 稿 「ぐ

らい,ほ ど,ば か り」 の用 法(本 紀 要,第7集)で 詳 論 した の で,省 く、 ⑲

～⑫ 形 式 の用 法 は ,名 詞 ・人 代 名詞 に 接 続 す る 場 合 と ま った く 同 じな の

で,こ れ も省 く,

② くそ の数 量 に相 当 す る程 度>は 本 来 ・数 詞 に付 い た と き生 ず る意 味 で

あ り,「 同量,同 額 」 等 の数 量概 念 の名 詞 に付 くこ と もあ る点 は前 に述 べ

た,こ れ は また 「同 じ」 に も続 く、

○ こ のや うに 貫 治 を痩 せ 細 らせ た年 月,そ れ と同 じだ け の年 月 を夫 の 病気

と膝 を突 き合 せ て(壷 井 栄 「廊 下 」)

○ そ れ と同 じだ け の ウラ ニ ウム の原 子 核 が,そ れ と同 じ割 合 に燃 え てい っ

た と し ます と・(狂120)

「同 じ
」 は状 態,性 質,形 状,サ イ ズ,数 量,… 等種 々の概 念 を指 示 し

得 る が,「 だ け」 が続 く とき は必 ず 「同 数 ノ」 の数 量 概 念 を指 し,② 形 式
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となる点に注意 したい,

⑩ くそσ)行為に相当する程度 〉は多く

○夫練 もなかったが,捨 てるだけの張合ひもなかった.(坂 口安吾 「白痴」)

○おれ達はおれ遠に許されるだけのささやかな生の愉 しみを味 は ひ なが

ら,(堀 辰雄 「風立ちぬ」)

○さういふ急な引繰 り返 ロ方をするだけの何物かは父にも自分にも残 って

ゐさうな気が.自分にはして居た.(志 賀直哉 「和解』)

Q平 家が源氏など一般武士層を圧倒するだけσ)カをもち得 た基 盤 は(III

60)

と連体修飾語に立ち,被 修飾語に事柄や抽象的な名詞,形 式名詞などの来

る場合生ずる意味あいである・「.r』スル程度 ノ/・ 一 スルニ相応ナ/.,

スノレニフサワシイJに 当たる・先行動詞が特に可能動詞や可能の助動詞 を

伴った場合(⑰ 形式),

○和緒は池の坊の師匠の腕をもち,裏 千家のこれも拳↑与都ぐだけ.σ)素養

が あ る,(丹 羽 文 雄 「鮎 」)

○ 車 が故 障 した 揚 合,道 路 の外 に車 を出 せ るだ け の余 地 か,余 分 の レー ン

が あ って,(11135)

「一 ・スル コ トガ デ キル 程 度 ノ」 の意 で あ るが,慣 用 的 な 言 い 回 し とし

て,先 行 動 詞 を 「だ け」 のあ とに も う1度 く り返 す言 い方 が あ り,「 可 能

ナ カ ギ リ.,.ス ル」目の意 味 に転 ず る,

○ 幾 らで も,∫逡≧へ 奄だ け型 蓮』区 賢 と言 っ た う,曝 喜 んだ ら う.(志 賀 直

哉 「小僧 の 神 様J)

Oま あ,折 角 山 へ 来 た の で す か ら,居 られ る だ け居 て見 るや うに な さ い ま

せ ん か}(「 風 立 ち ぬ 」)

Q食 慾 を失 ひ,痩 せ ら塾 る 鍵,衰 へ られ る限 り衰 へ切 ッた貫 治,

(「廊 下 」)

〇 三 四 郎 は これ で 言 蓬 鑓 壁 肛 塗 言 究,些つ も りで あ る,(夏 目漱 石 「三

四 郎 」ヲII89)
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この形 式 は,希 望 ・欲 求 を表 わ す語 「ほ しいJ「 一 ・した い 」 に も見 ら

れ,「 ほ しい だ け取 りな さい・」 「食 べ た い だ け食 べ て い い・」 な どの 言 い 回

しを作 る・さ らに 「で き る」 と結 合 して 「で き る だ け」 の 語 を作 り,「デ キ

ル カ ギ リ」 か ら 「ナル ベ ク」 の 意味 へ と進 む,こ うな る と もはや 「で き

る 十 だ け」 で は な く,一 言吾意 識 で あ るも

O「 しっ か り勉 強 して も らひ た い・」 「そ れ は出 来 るだ け や るつ も りで す

が,」(武 者 小 路 実 篤 「或 る彫 刻 家 」)

○ 今 はせ め て死 ん だ者 に対 して.出来 るぎ け の事 を してや りたか った 、(「和

解 」)

これ らの例 は 「デ キル カ ギ リ」 と解 せ る が,次 の 例 に な る と 「デ キル カ

ギ リ」 とも 「ナ ル ベ ク」 ど も とれ る.

○ 目本 に あ る素材 を で き る だ け使 って,生 活 を よ りい っそ う豊 か に し よ う

と心 が け て い る.(130)

○ ど か りと廻転 椅 子 に坐 っ た・ そ れ か ら.出来 る塑 ゆ っ く り と煙 草 に 火 を

っ け た.(石 川 遠 三 「深 海 魚 」)

⑪<可 能 な か ぎ り,な る ぺ く>は ⑩ の派 生形 式 で あ り,⑩ は く行 為 に

相 当す る程 度 〉 を表 わ すが,行 為や 状 態 の変 化 に応 じてそ の程 度 も変 じて

い くよ うな揚 合,た とえぱ

○女 が軽 くな っ た だ け,こ ち らが重 くな った に ち が い ない,(石 川 淳 「雪 の目目、『「.㎜ 皿 ㎜A}『

イ ヴ」)

の よ うな例 で は,「._ス ル ニ ツ レテ/.・ ・ニナ ル ニ ツ レテ」 と く変 化 す

る行 為 や 状 態 に相 当す る程 度 〉 を表 わ す ・これ は さ らに慣 用 的 な言 い回 し

「… ス レバ スル ダ ケ/.・ 、ニ ナ レバ ナ ル ダケ」 を生 む 、⑫ 〈比 例 〉 で あ

る.こ の慣 用 形 式 は

○ あ せ れ ば 訪 せ る だ け彼 自身 の喉 が締 め つ け られ るだ け で あ った,(佐 藤 春

1こ のよ うな一語意識 となるのは 「だけ」 を含む句が連 用修飾 語 とな る場合 のみ

で,そ れゆえ副詞 と考 える ことができる・ 「で きるだけ」の他 に 「なるたけ」 な

ども.
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夫 「田園の憂欝」)

「働けば働 くだけもうかる1多 けれぱ多いだけいい/静 かなら静かなだ

けいい」 と動詞や形容詞 ・形容動詞の現在未来形に付き,「 ほど」 との置

き換 えも可能である,

⑲～@形 式は,名 詞接続の項でくわしく触れたので,こ こでは形容詞・

形容動詞に続 く場合について一言.

「だけ
」 が形容詞 ・形容動詞に付随するには,形 容 詞 は終止連体形に,

形容動詞は連体形 に接続するのがふつうである、

○榔 られたのが口惜 しいだけではなかった.(野 上弥生子 「哀 しき少年」)}㏄
Q値 段の勲 痙璽が武器でした、(III29)

○粗末なだけで汚れは留めず,ど こか清楚な趣きがありました.(豊 島与㎜'目一一一
志 雄 「白蛾 」)

しか し,と き と して,「 醜 くだ け は な りた くな い./厳 し くだ けす る のが

能 じ ゃな い監.!粗 末 に だ け は しない でお.くれ,」 の よ うに連 用 形 に続 く言 い

方 が現 われ る・(こ の 言 い 方 は,「 これ だ け は確 か だ」 な ど と同 じ く ⑳ く限

定 〉 形 式 中 の 〈強 調 〉 と考 え られ る.ふ つ う打 消 と呼 応 す る・)

と ころ で,こ の よ うな 連 用形 接 続 は ⑳ く限定>形 式 に の み現 われ て,

そ の他 σ)形式 に は現 われ な い.す べ て連体 形 接 続 で あ る.

6・ 助 詞 に接 続 す る ば あ い

「だ け」 が助 詞 を介 し て体 言 に続 く ときは ,す べ て ⑳ 〈限 定>で あ る・

この うち 「ば か り」 との置 き換 えが 可 能 な の は 「助 詞+だ け」 を含 む句 が

連 用 修 飾 語 に立 つ 場 合 で あ る,@〈 しき 叫 こ_・ す る 〉 に意 味 転 化 す る

が.

○ 素 子 が 自分 の個 性 に だ け立 て こも って二 人 の距 離 を ひ らい て ゆ くや うな

のが,(宮 本 百合 子 「広揚 」)

○ 貫 治 の部 屋 か らだ け,戸 の隙 間 か らあかPが 洩 れ て ゐ た.(壷 井 栄 「廊 下 」)

1連 用修飾藷の場 合は,「 厳 しくす るだけが 一・厳 しくだけ するのが」 のよ うに連

体形接続の語序倒置 と考 え られ る,
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連用修飾語以外は 「ばか り」との置き換えがきかない1・

○自分は父とだけの不愉快な関係からさう言ふ気持まで犠牲にするのは少
●

し馬鹿 馬 鹿 しい 気 が した,(「 和 解 」)

○ 自然 なん ぞが 本 当 に 美 しい と 思 へ るの は 死 んで 行 か う とす る者 の 眼 に

だ け だ,(「 風 立 ちぬ 」)

並立 助 詞 にか ぎ っ て主 語 の用 法 を もつ2.

○ 裸 か にな った 木 立 と・冷 た セ・空気 と塑 が 残 って ゐ た・(「風 立 ち ぬ 」)

さて,「 助 詞+だ け1助 詞+ば か り」 は順 序 が入 れ 替 わ って 「だ け+助

詞/ば か り+助 詞 」 の 形 と もな り得 る.

Oそ の 峻 に は 頂 上 に だ け少 しば か り,朝 目が か つ と ま と も に照 りつ け て居

た.(「 お 絹 とそ の 兄弟 」)

O今 は,道 の片 側 だ け に・ そ の形 見 の土 塀 が と ぎれ と ぎれ にな らぴ・(「枯

木 のあ る風 景 」)

○ この 頃 の お れ は 自分 の仕 事些 ば1かり.心を奪 は れ て ゐ る,(「 風 立 ち ぬ」)

○ 世 間 の 人 は私 が 彫刻 ば か 堕に心 を奪 はれ て ゐ る の を怒 っ てゐ るの で す.

(武者 小 路 実 篤 「或 る彫 刻 家 」)

これ ら2様 の表 現 は ま っ た く等 価 か とい うと,必 ず し もす べ て の揚 合 が

そ うとは か ぎ らな い,次 に ・この 両 形式 に つ い て の問 題 点 を列 挙 し てみ る・

(混乱 を避 け るた め,「 だ け」 の,そ れ も連 用修 飾 の用 法 に 限 って考 察 を進

め る.)

(1)2つ の 表 現 形 式 間 で 意 味 に 明 瞭 な違 いが 生 じる の は,格 助 詞 「で 」

に接 す る 「で だ け!だ け で」 の場 合 であ る.

A.注 射 で だ け な お るB.注 射 だ けで な お る

A「 で だ け」 は,`他 の方 法 に よ った ら絶 対 に だ め,注 射 に よっ て のみ

な お る'の 意 を 表 わ し,B「 だ け で」 は,`他 の い ろ い ろ な 方 法 を併 用 しな

1「 ばか 塾」が助詞 に続 く形 は,筆 者採集例ではすぺて連用修飾語 の用例 であ った・

2「 日赤 か らだけが頓みの綱 だ,!札 幌か らだけが到着 していない」 な ど特 殊 例 も

あるが,
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く とも,最 低 注 射 の み で な お る'の 意 を表 わす,Aは 行 為 や 作 用 の実 行 実

現 に必 要 な残 され た最 後 の 方法 ・手 段 の 限定(手 段 を表 わ す 「一 ・で」 を

「だ け
」 が 限 定 して い る点 に注 意),Bは 最 低 限必 要 とす る事 物 の 限定 であ

る(先 行 語 を限定 した 「.。.だ け」 に 「でJの 「.』,ニ ヨ ッテ」 が添 って

い る点 に注 意),言 っ てみ れ ぱ,Aは 方法 と して可 能 な と るべ き事 柄9)限

定.Bは 最 低 限必 要 とす る事 物 の限定 で あ る,

(2)目目以 上 の差 は 「な お る」 の よ うな 自動 詞 に係 る場 合 だ け で は ない ・

他 動 詞 や 可 能 動 詞(可 能 の 助動 詞 の付 い た もの も含 め て)に 係 る とき も同様

で あ る.

A、 注 射 で だ け な お すB・ 注 射 だ け で な お す

A,注 射 で だ け な お せ るB.注 射 だ け で な おせ る

(3).「 で」 には 手 段 の他 に,揚 所,材 料,共 同 な どの 用 法 も あ るが,AB

の 違 い につ い ては 同 じで あ る、

(手段)A・ この 子 は 自分qま し魯 だ け食 べ る

B・ 器 用 に ナ イ フ塑 で食 べ てみ ぜ た

A.ロ ック ク ライ ミング でだ け登 れ る

B,あ ん な 山 は 自動 車 だ け で登 れ る

(場所)A・・ た ば こは ロ ビーで だ互 吸 うこ とを許 す

B・ た ば こ は ロ ビー亙 け で な ら吸 っ て もい い

(材料)A・ 石 け ん は 良質 の油脂 雪 、塑 作 れ る

B・ 木造 家 屋 は木 と紙亙 廿 重作 っ て あ る よ うな も の だ

(共 同 〉A・2入 で だ け話 せ る秘 密

B・ 子 供 た ち.だ旦 変食 べ て しま っ た

(4)A「 で だ け」 は手 段 方 法 な どの事 柄 が実 現 成 立 す る か否 かの 断 定

的 限定 ゆ え,個 別 的 具 体 的 な事 実 で は な く,習 慣 的 行 為 や 習 性,真 理,可

能 や 許 容 とい った超 時 的 概 念 的表 現 とな る こ とが多 い.

(5)時 問9)「で」は章味的にA「 でだけ」の言い寿潜騨難なようであ

る,こ れ は断 定 の助 動 詞 と と るべ き であ ろ う・(例,2週 間 だ け で仕 上 げ る、)
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(6)ま た(4)の 理 由に よ り,Aは,過 去 や 完 了 「で だけ.

続 や状 態 「で だ け.一 してい る」 の 言 い方 が 困難 で あ る.

○先月ひいたかぜは注射でだけ直 った.

○ ぽ くの かぜ は いつ も注 射 で だ け直 ってい る・

○先月ひいたかぜは売薬だけで直 った.

1

/
○ ぼ くの か ぜ は いつ も売薬 だ け で直 っ てい る.1

不成立

成立

・し た 」,継

(7)A「 で だ け」 は事 柄 そ れ の み に 限定 す る言 い 方 ゆ え,他 の場 合 を

予 想 す る こ とが で き ない,そ れ ゆ え 「でだ け も」 表 現 を持 た な い.

○ あ の山 は 自動 車 でだ け は登 れ な い、(自動車 以外 の方 法 な らす べ て可 能 な

の だが)_,成 立

Oあ の 山 は 自動 車 で だ け も登 れ る....不 成 立

B「 だ け でJは 本 来 他 を予 想 し前 提 とす る言 い 方 ゆ え,「 は/も 」 と もに

可 能 で あ る.

○ あの 山 は 自動 車 だ け では 登 れ な い ・..・成 立目

○ あの 山 は 自動 車 だ け で も登 れ る,._成 立

(8)A「,.,で だ け._で き る」 の可 能 表現 は 「ば か り」 ど置 き換 え

る こ とが で き な い.「ばか り」 の ⑫ 〈シ キ リニ.,.ス ル1何 度 モ,..ス ル>

意 は,「 で だ け」 の よ うな,実 現 可 能 な状 態 の要 閃 を た だ1目つ に 限定 す る

言 い方 と抵 触 す るか らであ る・ 可 能 以外 の場 合 な ら,意 味 に違 い は生 じる

が,置 き換 え は 自由 で ある 、

○ 自動 車 で ば か り行 け る.一 ・不 成 立

○ 自動 車 ば か りで行 け る.,一 成 立

O自 動 車 で ば か り!ば か りで 行 く,_、 成 立

(9)「 で」 以外 の格 助 詞 に接 続 す る場合 は,通 常ABの2形 式 間 に意

味 σ)違い が生 じない,

{
家族にだけ知 らせる!家 族だけに知 らせる

母にだけは言える1母 だけには言える
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1子供 とだけ口をきく1子 供だけと口をきく

1躰 人とだけ.話せる/.日本人だけと話せる
からめ

1賊 は搦手からだけ侵入した!賊 は搦手だけから侵入した

1非 常仁1からだけ出らオLる!非 常。樹 から出られる

(10)「 で」 以 外 な ら,A形 式 で も 「,_た1_,て い る!,_て い た」

表 現 が 可 能.「 で」 以 外 はAB両 形式 に意 味 の差 が出 ない か ら であ る,

(11)「 へ 」 に続 く揚 合 は,A「 へ だ け」 は言 え るが,B「 だ け へ」 は通

常 「へ 」 が落 ち て 「だ け」 とな る、

1.小学校へだけ行.った1目小学按だけ(へ)行 った1

1勤務中は便所へだけ行ける!便 所だけ(へ)行 ける

(12)「 を」 に続 く揚 合 は,通 常A「 を だ け」 の 「を」 が落 ちて 「だ け」

とな る.B「 だ け を」 の場 合 は脱 落 しな い.た だ し,可 能 の書 い方 や 希 望

の言 い 方 は 「をJよ り 「が」 を用 い る,

r水(を)だ け飲む1水 だけを飲む

1水(を)だ け飲める/水 だけが(一 を)飲める
1水(を)だ け飲 み た い1水 だ け が(← を)飲 み た い

も っ と も,「 ば か り」 の 例 で 次 の よ うな の が あ った,

○ 教 師 の言 葉 は三 分 の一 もき か ない で下 を ぱ か りみ つ め て ゐ た ・(阿部 知二

「地 図
」)

(13)引 用 を受 け る 「と」 は,A「 とだ け」 は成 立 す る が,B「 だ け と」

は成 立 しな い.

○ 封 筒 に も一 郎.とだ.け署 名 して あ った(「 集 金 旅行 」)

「一 郎 だ け と ・甲ひ」 は成 り立 た な い・目「一 郎 とだ け言 った/一 郎 だけ と言

った」 の揚 合,引 用 部 分 の 範 囲 に差 が 出 て く るの で あ る・

IV「 だ け,ば か りJの 分 類

「だ け
」 も 「ば か り」 と同様, 先行語の種類によりその意味 ・用法上に

1用 事 があ って行 く移動動詞 の場合は 両形式可能 であるが,

ケ」は可能 だが 「ダケ」は言えないよ うであ る.

学歴 の ときは 「ヘダ
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規 定 され る面 が 多 い ・ ま た後 続 叙 述 の形 態 に よ っ て も2次 的 規 定 が な され

てい る.言 っ てみ れ ば 「だ け」 を取 り巻 く文 脈 が 「だ け」 の意 味 を個 性 化

し てい る とい うこ とで あ る.こ う した 「だけ」 の 有 す る諸 種 の個 別 的 意 味

に共 通 して い る点 は何 か とい う と,叙 述 対象 で あ る事 物 の箕 囲 をあ る限 度

で切 り,そ の 限 度 まで の部 分 の み を取 り出 し,対 銀 にす え,問 題 とす る意

識 で あ る.当 然 そ の裏 に は,掲 げ られ た 限界 点 以 上 の部 分 は切 り捨 て・「そ

れ 以 上 は違 うが」 と否 定 す る意 識 が あ る・ 「だ けJの 中心 意義 は 〈限 定>

で あ る.そ れ が 前 後 の 意味 関 係 に よっ て は く限 定 〉 とな り(程 度>と な

る.確 か に一 般 の辞 書 や 文法 書 の類 で は,「 だけ」 を この よ うに2大 分 し

て い るの であ るが,前 者 は 主語 に 立 ち得,後 者 は立 ち に くい とい う文 法的

特 徴 の認 め られ る もの の・ 意 味 的 に は 別 類 とす べ き 理 由は見 当 た らな い・

`限 定 され た あ る範 囲 に 相 当 す る 度 合 い'と い う意 味 で 〈程 度>も また

く限定 〉の一 部 と言 わ な けれ ば な らない,中 心 意 義 た る 〈限定>に 〈程 度>

な り く強 調 〉 な む,あ る い は 〈比 例>と い っ た意 味 あ いが 付加 され て く

るの は,「 だ け」 の 置 かれ た 文 脈 に よ っ て加 味 され る2次 的意 味 と見 るべ

きで あ る.「 ば か り」 や 「ぐ らい,ほ ど」 へ の 置 き換 え の 可否 も,け っ き ょ

くはそ うした 文 脈 の 共 通性 ・非 共 通 性 に 由来 す る.「 だ け」 の 意味 分類 へ の

1つ の めや す とな る はず であ る,

筆 者 は 前 稿`「 ぐらい,ほ ど,ば かP」 の用 法 ン に お い て ・ 文脈 が 語 の

個 別 的 意 味 を規 定 す る との見 地 に 立 って,そ れ ら3語 の 意味 分 類 を試 み た,

本 論 で は,「 だ け」 を前 稿 「ば か り」 の 意 味分 類 と対比 対応 させ なが ら・同

一 方式 に よ り分 類 してみ た ・

(付記)あ る語 の そ の文脈 にお け る個別 的意 味 を,ま ず先 行 語 に よ っ て

大 き く分 け,次 に 後続 叙 述 に よ っ て下 位 分類 して い く・ この分 類 系 統 図 の

流 れ を上 か ら順 次 た ど るこ とに よ り,い か な る場 合 の 用 法 も,そ の個 別 的

意 味 が ぴ た9と 探 り当 て られ る とい うのが 最 も望 ま しい 分 類 法 であ るが,

現 段 階 で は,そ の よ うな分 類 法 は求 むべ くも ない,今 後 の研 究課 題 で あ る

こ とを記 して お く.
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